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赤外線検知素子および赤外線レーザー素子の材料として有用な Hg 1 - x Cdx Te 単結晶の電気的性質
を明らかにして、それらの素子をさらに向上させ、かつまたその材料のさらに広い応用への可能性を
追求することを目的として、 Hg 1 -x Cdx Te の結晶の成長およびその電気的性質の測定を行なった。
まづ、気相輸送、液相エピタキシアル成長および帯溶融法を組合せた改良帯溶融法によって Hg 1 - x
Cd x Te 単結品を成長させ、次に高温で長時間の熱処理によって組成および不純物の均一化を行なっ
fこ。
磁気抵抗の異方性を測定することによってその均一度を確認した Hg l-x Cdx Te 単結晶を 9 ~400 





















を発見した。これをValence band のWarping により低温では第 2 の電子の伝導が高温では正孔伝
導に切変わるためと説明した 第 2 の電子伝導の存在を Hall 効果のtwo carrier model による詳細
な解析によって証明した。第 2 の電子伝導はHarman 等によって、 three carrier の解折により、す
でに提唱されたものではあるが任意定数が多くて、大槻君の結果の方が一層信頼のもてるものであ
る。このように結晶成長および半導体の帯構造の研究に新しい見るべきものがあったと考え、工学博
士の学位に価するものと判断される。
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